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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 5月 19日 (2004.5.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 開 放 型 デ ィ ー プ サ イ ク ル 鉛 蓄 電 池 を 充 電 す る 方 法 で あ っ て 、 選 択 さ れ た 充 電 プ ロ フ ァ イ
ル に し た が っ て こ の 電 池 に 充 電 エ ネ ル ギ ー を 印 加 す る 段 階 と 、 前 記 電 池 の 状 態 が 前 記 電 池
の 完 全 充 電 状 態 に 対 し て 既 知 の 関 係 を 有 す る プ ロ セ ス 中 の 時 点 を 識 別 し 、 前 記 プ ロ セ ス の
開 始 か ら そ の 時 点 ま で に 前 記 電 池 に 供 給 さ れ る 充 電 エ ネ ル ギ ー の 第 １ の 量 を 求 め る 段 階 と
、 前 記 第 １ の 量 に 関 係 付 け ら れ た 選 択 さ れ た 量 だ け 前 記 電 池 が 過 充 電 さ れ る こ と を 生 じ さ
せ る た め に 前 記 電 池 に 印 加 さ れ る と き に 適 切 で あ る 、 さ ら に 別 の 充 電 エ ネ ル ギ ー の 第 ２ の
量 を 求 め る 段 階 と 、 前 記 第 ２ の 量 の 充 電 エ ネ ル ギ ー を 前 記 電 池 に 印 加 す る 段 階 と 、 を 含 む
方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 開 放 型 デ ィ ー プ サ イ ク ル 鉛 蓄 電 池 を 充 電 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 電 池 の 初 期 充 電 不 足 量 に 等 し い 充 電 エ ネ ル ギ ー の 量 を こ の 電 池 に 印 加 す る 段 階 と 、
　 前 記 充 電 不 足 量 の 選 択 さ れ た パ ー セ ン ト 値 と し て 予 め 決 め ら れ た 度 合 い に 前 記 電 池 を 過
充 電 す る の に 適 切 で あ る 、 こ の 方 法 の 実 行 中 に 前 記 電 池 か ら 得 ら れ た 情 報 か ら 求 め ら れ た
充 電 エ ネ ル ギ ー の さ ら に 別 の 増 分 を 前 記 電 池 に 印 加 す る 段 階 と 、
　 を 含 む 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 デ ィ ー プ サ イ ク ル 鉛 蓄 電 池 を 充 電 す る 装 置 で あ っ て 、 改 善 が 、 電 圧 測 定 装 置 と 、 電 流 測
定 装 置 と 、 タ イ マ と 、 こ の 装 置 に よ っ て 充 電 さ れ て い る 電 池 が 、 完 全 充 電 か ま た は そ れ よ
り も 少 な い 状 態 で あ る 予 め 決 め ら れ た 充 電 状 態 を 前 記 電 池 が 有 す る 充 電 事 象 中 の 時 点 に 何
時 あ る か を 判 定 す る よ う に 、 お よ び 、 そ の 充 電 事 象 中 の そ の 時 点 に 前 記 電 池 に 供 給 さ れ る
充 電 エ ネ ル ギ ー の 量 の 選 択 さ れ た パ ー セ ン ト 値 だ け 前 記 電 池 を 過 充 電 す る の に 有 効 な 充 電
エ ネ ル ギ ー 量 の 、 そ の 時 点 を 超 え た 前 記 電 池 に 対 す る 印 加 を 求 め て 制 御 す る よ う に 動 作 す
る 機 構 と 、 を 含 む 組 合 せ を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ２



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 電 池 再 充 電 プ ロ セ ス が 終 了 さ れ な け れ ば な ら な い 時 点 を 判 定 す る の に 有 用
な 関 係 は 次 の 通 り で あ る 。
　 　 　 　 　 　 Ｑ S ／ ｐ 　 ＝ 　 Ｑ D （ １ ＋ ｘ ）
こ こ で 、 Ｑ S と Ｑ D は 上 記 定 義 の 通 り で あ り （ 用 語 解 説 を 参 照 さ れ た い ） 、 ｘ は 、 電 池 の 所
望 の コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ （ 電 解 質 攪 拌 ） を 得 る た め に 完 全 充 電 後 に 電 池 に 加 え ら れ る べ き
補 充 充 電 Ｑ R の パ ー セ ン ト 値 に 等 し い 小 数 で あ る 。
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